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(意訳) ふ とした出来心が神の怒 りを招 くことにな り、 うかつな失言が世の中の平和を

ぶちこわ し、ちょっとした過失が孫子の代まで災いを及ぼす ことがある。だか ら、たと

え小 さなことであっても細心の注意をは らって行動すべきである。

(余説) 何事にも慎重な配慮が必要だとの戒めですが、現在、新たな問題が生 じてい

ます。それはインターネ ッ トに関することです。一度ネ ッ ト上に書きこまれた個人情報

は削除がなかなか難 しいからです。不適切な情報であつても自分ではコン トロールでき

ません。便利なものであれば、それに伴 う危険性 も大きくな ります。一度のいたず らで

人生が破滅 しかねず、一歩間違えば誰にでも起 こりえます。 日常の些細な出来事がきっ

かけとなって、 とんでもない事態を招 く時代です。今では 「忘れ られる権利」 とい う言

葉 も言われています。 「一言が 波をたてた り なごんだ り」 (2/6南 日柳壇 )

一方、慎重なだけでは、仕事や事業をや り遂げることはできません。困難にもめげな

い不屈の精神力による大胆 さと、綿密な調査、慎重な配慮の裏づけとの二つが必要なこ

とは当然だと思われます。いわゆる「胆大心小」です。

(参考)近思録 「胆は大ならんことを欲 し、心は小ならんことを欲す。」

2 事、之を鼻
にするも自らかなふド亀斎有 り。序 を寛 くせば、事Fは自ずか ら明 ら

かならん。推
ぎ急 ぎて以て其の 念 を速 くLと 母かれ。人、之を操る、鮮

わぎる者

有 り。之を縦たば或いは自ずから化せん。操ること切に して以て其の頑を益す こと

母かれ。 前集 153

(意訳) 物事は、あま りせっかちに事情を知ろ うとしても、かえつて分からなくなるこ

とがある。そんな時には、のんび りと構えて自然に明らかになるのを待った方がよい。

無理矢理に急いで相手の反感を買つてはならない。また、人を使お うとしてもなかなか

使いこなせないことがある。そんな時には、しばらく放つておくと、或いは自分から変

わつてくることもある。 うるさく干渉 しすぎてますます意固地にさせてはならない。

(余説) 日日薬或いは日薬 とい う言葉があ ります。月 日の経過が薬代わ りとな ります。

健康でも教育でも人付き合いでも同じではないでしょうか。そこには、変化するのを待

つ とい う辛抱強さと、変化を見定める眼が必要にな ります。禅宗で言われる「嘩啄同時」

とは、師家 と弟子のはた らきが合致す ることです。嘩 とは、鶏の卵がかえる時、ひなが

殻の中でつつく音、啄は母鶏が殻をつつき破 ることです。聖書にも「天の下の出来事に

は全て定められた時がある」とい う言葉があるそ うです。要するに「急いては事を仕損

じる」とい うことで しょうか。

また、イソップ童話「太陽と北風」にも、冷た く厳 しい態度で人を動かそ うとしても、

人はかえつて 頑 なになる。暖かく優 しい言葉を掛けた り、態度を示す ことによつて初

めて人は自分から行動 してくれるとい う視点 もうかがえます。
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(意訳) 他人を信用する人は、他人は必ず しもすべて誠実であるとは限らないが、少な

くとも、自分一人だけは誠実であることになる。

これに対 し、他人を疑つてかかる人は
ふざ

他人は必ず しもすべてが偽 りに満ちていると
む

は限らないが、少なくとも自分はすでに 欺 いていることになる。

(余説) 古来 「人を見たら泥棒 と思えJの例えもあ りますが、現在は残念なが ら電話等

による卑劣な詐欺事件のみでなく、残忍なテロ事件が頻発 してお り、軽々に人を信 じる

ことが特に難 しい時代です。川柳に 「年寄 りに渡る世間は鬼ばか り」もあ りま したが、

いわゆる「渡る世間に鬼はなしJと 併せて永遠の真理であろ うと思います。

だからこそ、極端に走 らずに 「中庸」を心がけつつ、他人からの「信」より、他人ヘ

の 「信」を大切にしたいものです。また、人を 100%信 頼するのではなくて 98%に
せ よ。誰にも間違いはあるので、残 りの 2%は相手が間違つた時の

傘婁
として残 してお

くとた〕奥
説 もあ ります。孟子は人が生まれつきに持つている「哀れ 慈 しむ 。悪を恥 じ

る 。謙 り譲る 。善悪の判断」の心が信につながると唱えています。

(参考) 孟子 (公 孫 丑上)「 ull隠 の心は仁の端な り。羞悪の心は義の端なり。辞譲の心

は礼の端な り。是非の心は智 も端な り。」 (四端の説) 端とは端緒・糸日

ひら
心、虚 し

襲
れば、則ち性現わる。心を息めず して性を見んことを求むるは、波を

りよう

撥きて月を兌むるが如 し。意浄ければ、則ち心清 し。意を 了 ぜず して心を明 らか
もと

にせんことを求むるは、鏡を索めて塵を増すが如 し。 前集 169

(意訳)心が是非警悪などを差別す る迷いや煩悩を追い払つて空虚になると、自ずからそ

の本性が現れて くる。心に雑念を詰め込んだままで、 自分の本性を見ようとす るのは、

まるで波をかき分けて水に映つた月をつかもうとするようなものだ。

心のはたらき (意識)をすつきりと清浄になると、心の本体 も清 らかになる。心のは

たらきを清浄にさせないままで、心の本体だけを明らかに しようとするのは、まるで鏡

の曇 りを除こうとして鏡をますます曇 らせるようなものだ。

(余説)人には、百八つ とも八万四千 とも言われる
魂拿

・瞑・痴・慢・疑。見J ttρ頃餅
があ

るそ うです。前日の 151条 「水は波あらざれば、 則 ち自ずから牢ま り
たご

鑑 は 翡 あら

ざれぶ、則ち自ずから明 らかな り。故に心は清 くすべき無 し。其の之を混 らす者を去か

ば、清 自ずから現わる。」に通 じますが、なかなかの難解で実践は難題です。

渡辺和子 さんは “置かれた場所で咲きなさい"(幻冬舎)で 「現実が変わ らないな ら、

悩みに対する心の持ちようを変えてみる」 と書いています。 ともすれば、人は自分の心

を忘れて何かと議論 しますが、時には自分の心の方を変えてみたいものです。

物事の道理は時代 と共に移 り変わ ります。時には心に融通を効かせる事 も必要です。

(参考)老子 (上篇16章)「虚 を致す こと極ま り、静を守ること篤 し。」

(私欲に惑わされずに心を虚 しくすれば、常に安らかな静かな心になる。)
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